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「
協
調
と
競
争
を
分
け
、

協
調
領
域
で
ど
れ
だ
け
利
他

行
動
を
と
れ
る
か
が
勝
負
！

結
局
そ
れ
は
自
分
に
返
っ
て

く
る
」
―
―
。
先
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
話
さ
れ

た
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
成
活
裕

教
授
の
言
葉
だ
。
物
流
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
姿
を

知
ろ
う
と
耳
を
こ
ら
し
て
聞

い
た
◆
興
味
深
か
っ
た
の

は
『
利
他
行
動
』
が
焦
点
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。
西
成
氏

が
提
唱
す
る
デ
マ
ン
ド
ウ
エ

ブ
に
よ
り
、
物
流
と
製
造
を

合
わ
せ
た
全
体
最
適
を
実
現

す
る
に
は
こ
の
行
動
が
欠
か

せ
な
い
と
い
う
。
個
（
益
の

最
大
化
）
と
全
体
（
社
会
・

環
境
を
守
る
）
の
バ
ラ
ン
ス

を
常
に
配
慮
し
た
物
流
こ
そ

が
、
Ｄ
Ｘ
時
代
の
目
指
す
べ

き
姿
で
は
な
い
か
と
問
い
か

け
る
◆
『
利
他
行
動
』
と
は

日
本
に
古
く
か
ら
あ
る
行
動

規
範
だ
と
物
の
本
で
読
ん
だ

こ
と
が
あ
る
。
明
治
生
ま
れ

の
数
学
者
・
岡
潔
も
最
終
的

な
人
間
の
行
動
と
し
て
高
く

評
価
し
て
い
る
。
最
近
の
ビ

ジ
ネ
ス
界
で
も
稲
盛
和
夫
氏

は
『
利
他
の
心
』
と
し
て
、

正
し
い
判
断
基
準
の
根
本
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
の
要
諦
と
し
て
も
、

繰
り
返
し
説
い
て
い
る
◆
物

流
業
界
だ
け
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
違
っ
た
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
を

製
造
ま
で
広
げ
て
全
体
最
適

を
求
め
る
の
は
至
難
の
技
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
利
他

の
精
神
が
浸
透
す
れ
ば
、
確

か
に
可
能
な
気
も
し
て
く

る
。 

Ｋ
Ｓ
（
20
・
10
・
20
）

　

高
速
道
路
の
主
な
区
間

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
37
カ
所
）
お

よ
び
首
都
高
速
（
22
カ
所
）

と
阪
神
高
速
（
10
カ
所
）
は

料
金
所
で
交
通
量
を
調
査

し
、
そ
の
推
移
を
表
示
し
て

い
る
。

　

大
型
車
の
２
月
１
カ
月
間

の
１
日
平
均
交
通
量
は
、
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
が
22
区
間
の
平
均

で
９
８
０
０
台
（
前
年
比
97

％
）、
首
都
高
速
が
23
万
１

０
０
０
台
（
同
97
％
）、
阪

神
高
速
15
万
４
５
０
０
台

（
同
94
％
）
だ
っ
た
が
、
３

月
中
旬
か
ら
減
少
し
始
め
、

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
（
４

月
７
日
）
さ
れ
て
以
降
は
、

例
え
ば
４
月
19
〜
24
日
の
週

は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
で
82
％
、
首

都
高
速
で
77
％
、
阪
神
高
速

で
80
％
の
水
準
に
落
ち
込
ん

だ
。
翌
週
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
期
間
は
若
干
戻
す

も
、
Ｇ
Ｗ
明
け
は
再
び
４
月

19
日
の
週
と
同
じ
水
準
に
下

が
っ
た
。

　

た
だ
、
大
型
車
以
外
は
Ｇ

Ｗ
前
後
は
50
％
以
下
、
Ｇ
Ｗ

に
至
っ
て
は
前
年
の
20
％
ま

で
落
ち
込
ん
だ
の
に
比
べ
れ

ば
、減
少
幅
は
少
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
６
月
に
は
80

％
台
後
半
ま
で
回
復
し
、
７

月
中
旬
に
は
90
％
台
ま
で
回

復
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
回

復
の
足
取
り
は
鈍
く
な
っ
て

い
る
。

　

先
々
週（
10
月
４
〜
10
日
）

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
が
92
％
、

首
都
高
速
と
阪
神
高
速
が
95

％
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
に
比
べ

首
都
高
速
・
阪
神
高
速
は
前

年
に
近
い
線
ま
で
戻
し
て
き

て
い
る
。

　

直
近
の
10
月
15
日
で
も
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
が
１
区
間
平
均

１
万
１
８
０
０
台
（
91
％
）。

実
数
値
は
公
表
さ
れ
て
い
な

い
が
、
首
都
高
速
は
96
％
、

阪
神
高
速
は
99
％
と
ほ
ぼ
前

年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
区
間
に
よ
っ
て
差

異
が
生
じ
て
お
り
、中
央
道
・

大
月
〜
勝
沼
間
は
１
９
２
％

な
の
に
対
し
、
新
名
神
・
甲

賀
土
山
〜
亀
山
西
は
56
％
。

交
通
量
の
多
い
東
名
・
秦
野

中
央
〜
大
井
松
田
は
４
万
３

１
０
０
台
（
80
％
）、
名
神
・

大
山
崎
〜
高
槻
は
４
万
４
１

０
０
台
（
88
％
）
に
と
ど
ま

り
、
本
格
的
な
回
復
に
は
ま

だ
時
間
を
要
し
そ
う
だ
。

　

こ
れ
ま
で
の
未
来
投
資
会

議
に
代
わ
る
「
成
長
戦
略
会

議
」
が
発
足
、
16
日
に
総
理

大
臣
官
邸
で
初
会
合
が
開
催

さ
れ
た
。
菅
義
偉
首
相
は
、

本
年
末
に
成
長
戦
略
の
具
体

的
な
姿
を
示
す
中
間
的
な
と

り
ま
と
め
を
行
う
よ
う
指
示

し
た
。

　

新
た
な
成
長
戦
略
会
議

は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
で

経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
的
な
方
針
を
議
論
し
、
そ

の
方
針
の
下
、
わ
が
国
経
済

の
持
続
的
成
長
に
向
け
た
制

度
改
正
な
ど
成
長
戦
略
の
た

に
高
速
道
路
上
で
の
走
行
実

現
、
ド
ロ
ー
ン
有
人
地
帯
目

視
外
飛
行
の
22
年
度
実
現
、

ト
ラ
ッ
ク
車
両
デ
ー
タ
に
よ

る
運
行
管
理
（
物
流
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
）
の
20
年
度
実
証
開
始
、

自
動
運
航
船
の
25
年
度
実
用

化
、
横
浜
港
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｐ

Ａ
の
20
年
度
本
格
運
用
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
２
．
０
デ
ー
タ
の
20
年

度
か
ら
の
民
間
へ
の
配
信
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

め
の
改
革
の
具
体
策
を
議
論

し
て
い
く
。

　

菅
首
相
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
下
で

の
わ
が
国
企
業
の
事
業
の
再

構
築
、
生
産
性
向
上
、
労
働

移
動
の
円
滑
化
、
強
靱
な
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、

新
し
い
働
き
方
の
実
現
、
足

腰
の
強
い
中
小
企
業
の
構

築
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
推
進
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
環
境
政
策
の
再
構
築
な

ど
に
つ
い
て
議
論
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

な
お
、
今
年
７
月
に
策
定

さ
れ
た
成
長
戦
略
実
行
計
画

で
は
、
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト

の
年
内
公
道
走
行
実
現
、
ト

ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
の
21
年
度

商
業
化
、
レ
ベ
ル
４
自
動
運

転
ト
ラ
ッ
ク
の
25
年
度
以
降

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
警
察
庁
の
交
通
事
故
統

計
を
も
と
に
、
９
月
末
時
点

の
事
業
用
貨
物
車
が
第
１
当

事
者
と
な
る
死
亡
事
故
件
数

を
ま
と
め
た
。

　

９
月
の
死
亡
事
故
件
数
は

17
件
（
前
年
同
月
比
10
件

減
）
で
、
７
月
以
降
大
幅
な

減
が
続
い
て
い
る
。
同
月
は

大
型
車
12
件
（
同
４
件
減
）、

中
型
車
３
件
（
同
６
件
減
）、

準
中
型
車
２
件
（
前
年
同
月

と
同
じ
）、
普
通
車
は
な
し

（
同
）。

　

こ
れ
に
よ
り
、
１
〜
９
月

累
計
の
死
亡
事
故
件
数
は
１

４
５
件（
前
年
同
期
比
26
件
、

15
・
２
％
減
）。
こ
の
ま
ま

推
移
す
れ
ば
、
年
間
２
０
０

人
以
下
達
成
の
可
能
性
が
出

て
き
た
。

　

１
４
５
件
の
内
訳
は
、
大

型
車
81
件
（
同
24
件
、
22
・

９
％
減
）、中
型
車
34
件
（
同

７
件
減
）、
準
中
型
車
26
件

（
同
５
件
増
）、
普
通
車
４
件

（
前
年
同
期
と
同
じ
）。

　

特
に
、
大
型
車
の
減
少
が

目
立
つ
。
準
中
型
車
は
１
月

こ
そ
前
年
よ
り
６
件
多
か
っ

た
が
、
そ
れ
以
降
は
前
年
と

ほ
ぼ
同
様
に
推
移
し
て
い

る
。

　

な
お
、
軽
貨
物
は
統
計
に

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
累
計

11
件
で
前
年
同
期
よ
り
６
件

少
な
い
。

　

自
家
用
貨
物
車
（
軽
貨
物

除
く
）
は
１
５
４
件
で
、
前

年
同
期
よ
り
７
件
多
か
っ

た
。
普
通
貨
物
車
は
同
９
件

少
な
か
っ
た
が
、
大
型
車
が

９
件
増
え
た
。

　

菅
内
閣
の
国
土
交
通
副
大

臣
に
就
任
し
た
岩
井
茂
樹
氏

と
大
西
英
男
氏
が
会
見
し
、

異
口
同
音
に
赤
羽
大
臣
が
現

場
第
一
主
義
を

掲
げ
て
お
り
、

そ
の
姿
勢
で
信

頼
に
応
え
て
い

き
た
い
と
述
べ

た
。

　

岩
井
氏
（
参

院
・
静
岡
選
挙

区
、当
選
２
回
）

は
、
１
９
６
８

年
６
月
２
日

生
。
復
興
副
大

臣
を
兼
任
。
国

土
交
通
省
で
は

災
害
対
策
、
建

設
経
済
、
国
土

保
全
、
鉄
道
、
自
動
車
、
国

際
、
観
光
を
総
括
。

　

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の

加
速
を
上
げ
、
強
靭
化
の
た

め
の
緊
急
３
カ
年
計
画
が
今

年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
こ

れ
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
後
も
中
長
期
的
視

野
に
立
っ
て
予
算
を
確
保
し

て
い
く
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
「
自
然
災
害
に
対

し
て
極
め
て
脆
弱
」
で
あ

り
、
地
球
温
暖
化
が
進
行
す

る
中
、「
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る

対
策
と
同
時
に
防
災
・
減
災

を
確
実
に
進
め
、
か
つ
災
害

リ
ス
ク
情
報
を
し
っ
か
り
提

供
し
、
国
民
意
識
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。

　

大
西
氏
（
衆
議
院
・
東
京

第
16
区
、
当
選
３
回
）
は
１

９
４
６
年
８
月
28
日
生
。
安

全
・
危
機
管
理
、
海
上
保
安
、

国
土
政
策
、
都
市
、
道
路
、

住
宅
、
海
事
、
港
湾
、
航
空

な
ど
を
総
括
。

　

ま
ず
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底

す
る
こ
と
が
重
要
と
し
、「
予

防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遂

行
と
同
時
に
コ
ロ
ナ
を
契
機

と
し
た
働
き
方
の
変
化
を
踏

ま
え
、新
し
い
生
活
様
式（
ニ

ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
）
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
、
国
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
姿
勢
を
示

し
た
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
「
朝
か

ら
夕
方
ま
で
陳
情
に
追
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
」
と
し
た
上

で
、「
自
然
災
害
は
ま
す
ま

す
増
え
て
お
り
、
し
っ
か
り

と
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。交
通
を
途
絶
さ
せ
な
い
、

途
絶
し
て
も
す
ぐ
機
能
を
回

復
で
き
る
よ
う
に
、
道
路
の

４
車
線
化
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
の
解
消
、
高
速
道
路
と

並
行
す
る
直
轄
道
路
の
整
備

を
進
め
た
い
。特
に
橋
梁
は
、

５
年
以
内
に
修
繕
を
要
す
る

も
の
が
７
万
カ
所
あ
り
、
今

後
さ
ら
に
増
え
る
。
加
速
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。

　

大
西
氏
は
、
会
見
の
最
後

に
「
海
上
保
安
の
質
問
は
な

い
の
で
す
か
」
と
聞
き
、
中

国
の
公
船
が
尖
閣
諸
島
に
繰

り
返
し
侵
入
し
て
い
る
こ
と

に
「
極
め
て
深
刻
で
あ
り
、

毅
然
と
し
て
領
海
を
守
り
抜

く
。
そ
の
こ
と
を
国
民
に
知

ら
し
め
て
欲
し
い
」
と
要
請

し
た
。

　

国
土
交
通
省
は
、
物
流
総

合
効
率
化
法
（
物
効
法
）
の

基
本
的
な
方
針
を
一
部
改
正

し
、
輸
送
網
の
集
約
、
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
、
輸
配
送
の
共

同
化
の
三
本
柱
以
外
の
輸
送

合
理
化
の
取
り
組
み
例
を
明

示
す
る
。

　

今
月
上
旬
か
ら
一
般
か
ら

の
意
見
募
集
を
約
１
カ
月
間

行
い
、
11
月
27
日
（
予
定
）

に
告
示
す
る
。

　

新
た
に
示
す
の
は
、
着
荷

主
を
含
め
た
連
携
に
よ
る
効

率
化
と
し
て
①
物
量
の
平
準

化
②
納
品
ま
で
の
リ
ー
ド
タ

イ
ム
の
延
長
③
納
品
時
の
作

業
の
合
理
化
④
パ
レ
ッ
ト
な

ど
の
活
用
に
よ
る
荷
役
効
率

化
。
輸
送
リ
ソ
ー
ス
の
共
同

利
用
と
し
て
⑤
幹
線
輸
送
の

帰
り
荷
の
確
保
⑥
中
継
輸

送
。
こ
れ
に
⑦
庫
内
作
業
の

効
率
化
⑧
バ
ス
な
ど
に
よ
る

貨
客
混
載
の
８
項
目
。

　

か
ね
て
か
ら
、
物
効
法
の

取
り
組
み
の
裾
野
を
広
げ
る

た
め
、
基
本
的
な
方
針
改
正

を
予
定
し
て
い
た
が
、
貨
客

混
載
の
推
進
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
お
よ
び
再
生
に
関
す
る
法

が
改
正
さ
れ
、
鉄
道
建
設
・

運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
に

よ
る
資
金
貸
付
が
明
記
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
合
わ

せ
た
。

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
に
よ
る

資
金
貸
付
要
件
は
、
認
定
物

効
法
の
実
施
に
必
要
な
資
金

に
対
し
て
、
国
・
機
構
・
事

業
者
が
連
携
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
、
貨
客
混
載
を
実
施

す
る
事
業
者
は
、
地
域
公
共

交
通
に
関
す
る
施
策
と
の
調

和
に
配
慮
す
る
こ
と
を
追
記

し
た
。

年
末
に
中
間
ま
と
め

菅
政
権
下

初
の
会
合  

事
業
再
構
築
な
ど
議
論

成長戦略会議

　
国
土
交
通
省
道
路
局
は
、
全
国
の
高
速
道
路
の
主
要
区
間
で
毎
日
交
通
量
を
公
表

し
て
お
り
、
大
型
車
の
通
行
量
は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
、
首
都
高
速
、
阪
神
高
速
と
も
直
近

で
は
前
年
比
90
％
台
ま
で
回
復
し
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
８
月
以
降
は
一
時
期
を
除

き
90
％
台
前
半
で
の
推
移
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

着
荷
主
連
携
も
明
記

物
効
法
の
基
本
方
針
改
正
へ

リ
ス
ク
情
報
を
提
供  
岩
井

氏

コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底  

大
西

氏

国土交通
副 大 臣

大西 英男 氏 岩井 茂樹 氏

７
月
以
降
大
幅
減
続
く

死
亡
事

故
件
数  

大
型
車
が
23
％
減
に

全ト協


